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02005年度報告
　　2005年度に掲げた「適正な薬剤管理」という目標は、この一年間、薬剤の在庫金額から判断して十分に達成
　できたと考えます。薬剤管理指導業務に関しても、指導件数の回復を目的として2005年度後半から業務内容の
　改善を行い服薬指導件数の増加を達成できました。
　　また、経管投与等の理由で、錠剤を粉砕して投与しなければならない処方の調剤に対してかなりの時間を割
　いていましたが、簡易懸濁法という調剤方法を用いることで調剤時間の短縮が可能となりました。これにより、
　病棟業務の時間がつくれたことも服薬指導件数の増加につながったと思います。
業務実績報告
4　月 5　月 6　月 7　月 8　月 9　月
服薬指導件数 163 179 ！66 172 165 319
混注業務 212 273 165 196 197 178
10　月 11月 ！2　月 1月 2月 3　月
服薬指導件数 230 332 245 290 343 407
混注業務 145 206 215 73 47 95
院外研修参加報告
　05／22　第52回　北海道薬学大会
　　　　　　　　演者　滝ヶ平
　06／18　第1回　NSTフォーラム2005　in　札幌
　07／01第1回　感染制御専門薬剤師セミナー
　07／06医療薬学セミナー
　07／08　第1回　札幌腎と薬剤研究会
　07／28　第6回　注射調剤研究会
　07／29第2回　感染制御専門薬剤師セミナー
　09／16第3回感染制御専門薬剤師セミナー
　10／1、2
　　　　　第15回　日本医療薬学会
　　　　　　　　ポスター発表　高山
　10／21　循環器フォーラム
　！1／11第4回　感染制御専門薬剤師セミナー
　11／22　第7回　注射調剤研究会
　12／03　第10回　札幌病院薬剤師会会員発表
　　　　　　　　演者　滝ヶ平
　02／15医療薬学セミナー
　02／23第2回札幌腎と薬剤研究会
　　　　　　　　演者　高山
　03／02　第7回　札幌病院薬剤師会研修会
　03／08　学術講演会
今後の展望
　　5月、10月、12月に講i演会、学会等での発表を予定している。今年度は個人の能力を上げていくことを目標
　としたい。
　　ジェネリック医薬品の使用が促進され、4月1日から処方せんの様式が変更となりました。このことは、国
　民医療費の膨張を抑えようという政策の流れに沿ったものです。当院でも様式の変更を行い医師の署名があれ
　ばジェネリック医薬品に変更できる処方せんになっています。ただ、いろいろな問題を抱えているため、慎重
　に対応していきたいと考えています。
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